
看護基石楚教育の充実に関する検討会  

ワーキンググループの開催について  

1．ワーキンググループの設置  

看護基礎教育の充実に関する検討会におけるこれまでの議論の概要を踏まえ、指定  

規則等の改正に向けて充実するべき教育内容等についての具体的な検討を行うために、  

看護師教育、保健師教育、助産師教育のそれぞれについてワーキンググループを設置  

する。  

2．ワーキンググループの委員の構成  

看護師教育、保健師教育、助産師教育のそれぞれについて、各分野の臨床や教育等  

の専門家から選出する。（別紙参照）  

3．ワーキンググループヘの委任事項   

1）検討会の中間的なとりまとめを受けて、現行の教育内容の整理を行いつつ、各  

教育課程について、重要さが増していると考えられる教育内容（教育科目）と  

求めるレベルの検討を行う。  

2）各教育課程について、基礎教育における看護技術（助産技術）の到達目標の検  

討を行う。  

3）各教育課程について、実習の方法等の検討を行う。  

4）現行制度下で行うべきカリキュラムの改正（案）についてまとめる。  

5）現行の教育年限で教育できる範囲の単位数（および時間数）におさまらないも  

のを整理する。   



4．ワーキンググループ開催のスケジュール  

看護師教育   保健師教育   助産師教育   

く第1回：11月13日＞  ＜第1回：11月20日＞  ＜第1回：11月15日＞   

OWG設置の経緯・委任事  OWG設置の経緯・委任事  OWG設置の経緯・委任事   

項等の確認   項等の確認   項等の確認   

○現行教育の整理。看護師  ○現行教育の整理。保健師  ○現行教育の整理。助産師   

教育について   教育について   教育について   

く第2回二11月27日＞   ＜第2回：12月8日＞   ＜第2回：12月13日＞   

○基礎教育の教育内容の枠  ○基礎教育における看護技  ○基礎教育における助産技   

組みについて   術の到達目標について   術の到達目標について   

○教育内矧こついて   ○臨地実習の方法について  ○臨地実習の方法・教員の  

資質等について   

＜第3回：12月18日＞  ＜第3回：12月22日＞  ＜第3回：12月27日＞   

○統合する教育内容につい  ○基本的考え方について  

て  ○内容および留意点につい  ○内容および留意点につい  

O「専門分野」について   て   て   

○臨地実習の充実について  ○卒業時の看護技術の到達  ○卒業時の助産技術の到達  

度について   度について  

○教員の資質について   ○保健師助産師看護師学校  

養成所指定規則について  

＜第4匝I：12月28日＞   ○助産師養成所の指定基準  

○基本的考え方について  について   

○内容および留意点につい  

て  

○卒業時の看護技術の到達  

度について  

○教員の資質について  
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資料2－1  
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臨統在   臨精母小老成基  社疾人  人科  
地神性児年人提  会病体  問学  

教  
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資料2－2  

看護師等養成所の運営に関する指導要領  別表3  
看護師教育の基本的考え方 改正案   



資料2－3－①  看護師等養成所の運営に関する指導要領 別表3  
看護師教育内容、留意点 改正案1   

蔓  
改正案   

教育内容   畢位数 （時間数）   留意点  教育内容   単位数   留意点   

科学的思考   「専門基礎分野」及び「専門分野」の基礎とな  科学的思考   「専門基礎分野」及び「専門分野」の基礎とな  
の基盤  る科目を設定し、併せて、科学的思考力を高  の基盤  る科目を設定し、併せて、科学的思考力及びコ  

め、感性を磨き、自由で主体的な判断と行動を  ミュニケーション能力を高め、感性を磨き、自  

13  
促す内容とする。  

13  
由で主体的な判断と行動を促す内容とする。  

人間と人間  人間を幅広く理解出来る内容とし、家族論、人  人間と社会を幅広く理解出来る内容とし、家族  
茎  
礎  

間関係論、カウンセリング理論と技法等を含む  茎  論、人間関係論、カウンセリング理論と技法等  
ものとする。  

分  
礎  
分  

を含むものとする。   

野  国際化及び情幸馴ヒヘ対応しうる能力を煮えるよ  野  
理解  

情幸馴ヒヘ対応しうる能力を責えるような内容を  
うな内容を含むことが望ましい。  含むものとする。  

職務の特性に鑑み、人権の重要性について十分  職務の特性に鑑み、人権の重要性について十分  
理解させ、人権意識の菖及・高揚が図られるよ  理解させ、人権意識の普及・高揚が図られるよ  
うな内容を含むことが望ましい。  うな内容を含むことが望ましい。  

小計   13   

人体を系統だてて理解し、健康・疾病に関する  人体の構造   人体を系統だてて理解し、健康・疾病・障害に  
観察力、判断力を強化できる内容とし、解剖生  と機能  関する観察力、判断力を強化できる内容とし、  
理学、生化学、栄養学、薬理学、病理学、微生  解剖生理学、臨床生化学、臨床栄養学、臨床薬  

15  
立らと回復  むものとする。  
の促進  演習を強化した内容とする。  

高めるために必要な教育的役割や、地域におけ  茎  て社会資源を活用できるように必要な知識と茎  
小計  13 （360l         専 門 基 礎  

専 門   

る関係機関等の調整を行える内容とし、公衆衛  礎  礎的な能力を蓋う内容とし、保健医療福祉に関  

分  生学、社会福祉学及び関係法規等を含むものと  分  する基本概念、関係制度、関係する職種の役割  
野   する。  野  の理解等を含むものとする。  

従来、医学概論として行われてきた内容は、  
「社会保障制度と生活者の健康」及び「基礎看  

護学」の中で行うこととする。  

21  小  
計   （510）  

小   計  21   

基礎看護学  10  基礎看護学  
→専門分野Ⅰ  基礎的技術を学J5て内容とする。  盤となる基礎的理論や基礎的技術を学ぶため、  
へ  看護学総論、援助技術論、臨床看護総論を含む  

チーム医療・看護ケアにおける看護師としての  内容とし、演習を強化した内容とする。  
調整とリーダーシップ及びマネージメントがで  

きる能力を養えるような内容とする。  コミュニケーション、フィジカルアセスメント  

→統合分野へ  
専  

を強化する内容とする。  

国際社会において、広い視野に基つき、看護師  門  成人・高齢者の事例を通して、看護技術を統合  

との協力を考える内容とする。  分  し看護の展開方法を学ぶ内容とする。  
野  

看護師として倫理的な判断をするための基礎的  
能力を責う内容とする。  

4  臨地実習  
→統合分野へ  族を理解し在宅での看護の基礎を  

る。  基礎看護学   

小計  13  

臨床実践能力の向上を図るため、演習を強化し  
た内容とする。  

専  
門  

各看護学においては、看護の対象及び目的の理  

分  
解、予防、健康の回復、保持増進及び疾病・障  

野  
害を肯する人々に対する看護の方法を学ぶ内容  
とする。  

6  成人看護学  
解、健康の保持増進及び疾病・障害を有する  むものとする。  
人々に対する看護の方法を学ふ内容とする。  
尚、性に関する内容も含めることとする。  

専  
門  

特に、成人看護学は、他の看護学と重複する内  分  
容を整理し、成人期の特徴に基づいた看護を学  野  

Ⅰ  
いて学ぶ内容とする。  

4  老年看護学  
スメントし看護を展開する方法を学ぶ内容とす  
る。  

4  小児看護学  

4  母性看護学  

4   精神看護学   

障害時の看護を統合的に学習できるような内容  障害時の看護を統合的に学習できるような内容  

とする。  とする。  

小計  36 （990 
）  

3  



現行  
I 

】■ 
改正案   

教育内容   単位数  
（時間数）   

留意点  教育内容   単位数   留意点   

臨地実習  臨地実習  
論と実践を結びつけて理解できる能力を養う内  論と実践を結びつけて理解できる能力を養う内  
容とする。  容とする。  

基礎看護学  チームの一員としての役割を学ぶ内容とする。  

→専門分野Ⅰ  
へ  保健医療福祉との連携、協働を通して、看護を  

実践できる能力を養う内容とする。  

専  
在宅看護論  専  多様な看護実践の環（病院、施設等）で実習する  

門  児、妊産じょく婦、精神障害者のいずれでもよ  門  
い。  

分  
分  

野  
野  

老年看護学  Ⅱ  

小児看護学  小児看護学  

母性看護学  母性看護学  

精神看護学   精神看護学   

小計  23  
（1，035）  

小計  40   

総計  93  2，895時間以上の講義・実習等を行うものとする  在宅看護論  
人々とその家族を理解し在宅での看護の基礎を  
学ぶ内容とする。  

在宅で提供する看護を理解し、基礎的な技術を  
身につけ、他職種と協働する中での看護の役割  
を理解する内容とする。  

在宅での終末期看護に関する内容も含むものと  
する。  

統合科目  4  

（仮称）  としてのメンバーシップ及びリーダーシップを  
理解する内容とする。  

看護をマネジメントできる基礎的能力を養う内  
容とする。  

医療安全の基礎的知識を含む内容とする。  

統  災害直後から支援できる看護の基礎的知識につ  
いて理解する内容とする。  

分  
野  国際社会において、広い視野に墨つき、看護師  

として諸外国との協力を考える内容とする。  

看護技術の総合的な評価を行う内容とする。  

臨地実習  5  

在宅看護論  
望ましい。  

統合科目  
（仮称）   を行う。  

複数の患者を受け持つ実習を行う。  

…勤務帯を通した実習を行う。  

夜間の実習を行う。  

小計   13  

総計  100  



資料2－3－②  看護師等薫成所の運営に関する指導要領 別表3  
看護師教育内容、留意点 改正案2   

現 行  改正案   

教育内容  留意点  教育内容   単位数   留意点   

ヽた≧ま  l専門基礎分野」及び」専門分野」の墨耀こなる  
の基盤  

科学的思考  
科目を設定し、併せて、科学的思考力を高め、感  

「専門基礎分野」及び「専門分野」の基礎となる  
の基盤  科日を設定し、併せて、科学的思考力及びコミュ  

性を磨き、自由で主体的な判断と行動を促す内容  
とする。  

ニケーション能力を高め、感性を磨き、自由で主  

13  
体的な判断と行動を促す内容とする。  

13  
人間を幅広く理解出乗る内容とし、家族論、人間  

基  
人間と社会を幅広く理解出来る内容とし、家族  

基  論、人間関係論、カウンセリング理論と技法等を  

礎 分  
とする。  

讐人間と生活  
含むものとする。  

野   国際化及び情報化へ対応しうる能力を蓋えるよう    野     社会の理解  情報化へ対応しうる能力を養えるような内容を含  
な内容を含むことが望ましい。  むものとする。  

職務の特性に鑑み、人権の重要性について十分理  職務の特性に鑑み、人権の重要性について十分理  
解させ、人権意識の菖及・高揚が図られるような  解させ、人権意識の昌及・高揚が園られるような  
内容を含むことが望ましい。  内容を含むことが望ましい。  

13  
小   計   （360）  小   計  13   

人体の構造   人体を系統だてて理解し、健康・疾病に関する観  人体の構造   人体を系統だてて理解し、健康・疾病・障害に関  
と機能  察力、判断力を強化できる内容とし、解剖生理  と機能  する観察力、判断力を強化できる内容とし、解剖  

疾病の成り  
15  

疾病の成り  
15  

立らと回復  
等を含むものとする。  

立らと回復  
病理学、疾病論、微生物と感染症等を含むものと  

の促進  
する。  

の促進  演習を強化した内容とする。  
専  専  
門  人々が生涯を通じて、健康や障害の状態に応じて  
基  めるために必要な教育的役割や、地域における関  社会資源を活用できるように必要な知識と基礎的  
礎  係機関等の調整を行える内容とし、公衆衛生学、  な能力を養う内容とし、保健医療福祉に関する基  
分  社会福祉学及び関係法規等を含むものとする。  本概念、関係制度、関係する職種の役割の理解等  
野  を含むものとする。  

従来、医学概論として行われてきた内容は、「社  
会保障制度と生活音の健康」及び「基礎看護学」  
の中で行うこととする。  

小   計  21 51 （0）  

専門分野では、臨床実践能力の向上を図るため、  
演習を強化した内容とする。  

基礎看護学  基礎看護学  
礎的技術を学ぶ内容とする。  となる基石楚的理論や基礎的技術を学ぶため、看護  
チーム医療・看護ウ‾アにおける看護師としての調  学総論、援助技術論、臨床看護総論を含む内容と  
整とリーダーシップ及びマネージメントができる  する。  
能力を養えるような内容とする。  
→統合分野へ  コミュニケーション、フィジカルアセスメントを  

強化する内容とする。  

国際社会において、広い視野に基づき、看護師と  成人・高齢者の事例を適して、看護技術を統合し  
して諸外国との協力を考える内容とする。→統合  看護の展開方法を学ぶ内容とする。  
分野へ  

看護師として倫理的な判断をするための基礎的能  
力を蓋う内容とする。  

在宅看護論   各看護学においては、看護の対象及び自的の埋  
→統合分野へ  とその家族を理解し在宅での看護の基礎を学ふ内  解、予防、健康の回復、保持増進及び疾病・障害  

容とする。  を再する人々に対する看護の方法を学ぶ内容とす  
専  専  
門  門  

る。  

分  分  
野  野  ものとする。  

に対する看護の方法を学ぶ内容とする。尚、性に  
関する内容も含めることとする。  

特に、成人看護学は、他の看護学と重複する内容  
を整理し、成人期の特徴に基づいた看護を学ぶと  
ともに、疾病・障害に関する看護の基本について  
学ぶ内容とする。  

4  老年看護学  
メントし看護を展開する方法を学ぶ内容とする。  

4  小児看護学  

4  母性看護学  

4   精神看護学   
害時の看護を統合的に学習できるような内容とす  害時の看護を統合的に学習できるような内容とす  
る。  る。  

小計   36  
1990）  



教育内容   単位数 （時間数）   留意点  教育内容   学位数   留意点   

臨地実習  臨地実習  
論と実践を結びつけて理解できる能力を養う内容  と実践を結びつけて理解できる能力を養う内容と  
とする。  する。  

チームの一員としての役割を学ぶ内容とする。  
保健医療福祉との連携、協働を通して、看護を実  
践できる能力を養う内容とする。  
多様な看護実践の場（病院、施設等）で実習す  
る。  

基礎看護学  基礎看護学  

専  専  
門  児、妊産じょく婦、精神障害者のいずれでもよ  門   

い。  
野  ー→統合分野へ  野  

成人看護学  成人看護学  

老年看護学  老年看護学  

小児看護学  小児看護学  

母性看護学  母性看護学  

精神看護学   精神看護学   

小計  23 （1．035）  小計  53   

総計  93  2，895時間以上の講義・実習等を行うものとする  在宅看護論  
とその家族を理角等し在宅での看護の基礎を学ぶ内  
容とする。  

在宅で提供する看護を理解し、基礎的な技術を身  
につけ、他職種と協働する中での看護の役割を理  
解する内容とする。  

在宅での終末期看護に関する内容も含むものとす  
る。  

統合科目  
（仮称）  してのメンバーシップ及びリーダーシップを理解  

する内容とする。  

看護をマネジメントできる基礎的能力を養う内容  
とする。  

統  
医療安全の基礎的矢口識を含む内容とする。  

一∠ゝ  ⊂コ  災害直後から支援できる看護の宰石楚的知音射こつい  
分  て理解する内容とする。  

野  国際社会において、広い視野に墨っき、看護師と  

して諸外国との協力を考える内容とする。  

看護技術の総合的な評価を行う内容とする。  

臨地実習  

在宅看護論  
ましい。  

統合科目  
（仮称）   行う。  

複数の患者を受け持つ実習を行う。  

ー勤務帯を適した実習を行う。  

夜間の実習を行う。  

小計  13  

総計  100  



資料2－4  

看護師教育の技術項目と卒業時の到達度（案）  

■卒業時の到達度レベル  

Ⅰ：単独で実施できる Ⅱ：指導のもとで実施できる Ⅲ：学内演習で実施できる Ⅳ：知識としてわかる  

看護師・教員の指導のもとで、患者の個別性を反映した食生活の改善を計画できる   

看護師・教員の指導のもとで、患者に対して、繕鼻胃カテーテルからの流動食の注入ができる   

失禁をしている患者のケアができる   

膀月光留置カテーテルを挿入している患者のカテーテル固定、ルート確認、感染予防の管理が   

モデル人形に導尿または膀胱留置カテーテルの挿入ができる   

モデル人形にグリセリン浣腸ができる   

の留意点がわかる   

した悪者の一般的な生活上の留意点がわかる   

す援助を計画できる   

看護師・教員の指導のもとで、目的に応じた安静保持の援助ができる   

看護師・教員の指導のもとで、体動制限による苦痛を緩和できる   

看護師・教員の指導のもとで、患者をベッドからストレッチャーヘ移乗できる   

看護師・教員の指導のもとで、患者のストレッチャー移送ができる   

看護師・教員の指導のもとで、関節可動域訓練ができる   

漕手式援助を通して、患者の観察ができる   

洗髪援助を通して、患者の観察が 

患者が身だしなみを整えるための 
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看護師・教員の指導のもとで、臥床患者の洗髪ができる   

患者の状矧こ合わせた温苓法・冷等法が実施できる   

患者の自覚症状に配慮しながら体温調節の援助ができる   

末梢循環を促進するための部分浴・等法・マッサージができる   

看護師・教員の指導のもとで、酸素吸入療法が実施できる   

看護師・教員の指導のもとで、気管内加湿ができる   

生間で体位ドレナ－ジを実施できる   

きる（ドレーン類の挿入部の処置も含む）   

経度・外用薬の投与前後の観察ができる   

、直腸内与薬の投与前後の観察ができる   

看護師・教員の指導のもとで、点滴静脈内注射を受けている患者の観察点がわかる   

モデル人形に直腸内与薬が実施できる   

経皮・外用薬の与薬方法がわかる   

皮内注射後の観察点がわかる   

皮下注射後の観察点がわかる   

筋肉内注射後の観察点がわかる   

静脈注射の実施方法がわかる   

て静脈内注射の危険性がわかる   

の異常な状態がわかる   

インシュリン製剤を投与されている患者の観察点がわかる   

薬剤等の管理（毒薬・劇薬・麻薬・ 
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モデル人形で気管確保が正しくできる   

悪者の一般状態の変化に気付＜ことができる   

看護師・教員の指導のもとで、系統的な症状の観察ができる   

検査の介助ができる   

、中、後の観察ができる   

めの行動がとれる   
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